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前
田
利
家
を
は
じ
め
と
す
る
武
者
行
列
等
が

城
下
を
練
り
歩
く
豪
華
絢
爛
な
時
代
絵
巻
が

売
り
で
、
長
く
市
民
に
親
し
ま
れ
て
き
た
。 

　
一
方
、
マ
ン
ネ
リ
化
し
て
、
精
彩
に
欠
け

る
と
い
っ
た
指
摘
も
つ
と
に
さ
れ
て
き
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
も
市
民
の
声
を
受
な
が
ら
、

前
田
利
家
役
の
俳
優
起
用
や
週
末
開
催
な
ど
、

観
客
動
員
の
た
め
の
工
夫
が
な
さ
れ
て
き
た
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
は
一
定
の
成
果
を
上
げ

て
き
た
も
の
の
、
近
年
は
観
覧
者
数
に
減
少

傾
向
が
見
ら
れ
て
お
り
、
北
陸
新
幹
線
金
沢

開
業
な
ど
の
社
会
情
勢
の
変
化
を
見
据
え
、

さ
ら
な
る
魅
力
向
上
の
必
要
性
か
ら
、
今
回

の
改
革
を
行
う
に
至
っ
た
。 

 

二
．金
沢
百
万
石
ま
つ
り 

　 

活
性
化
に
向
け
て 

　
実
行
委
員
会
で
は
、
観
光
・
旅
行
業
界
、

商
店
街
、
市
議
会
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
活
性

化
研
究
会
を
設
置
し
、
二
〇
〇
五
年
五
月
か

ら
昨
年
三
月
ま
で
の
期
間
、
金
沢
百
万
石
ま

つ
り
の
活
性
化
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
っ
た
。

ま
た
、
検
討
に
あ
た

り
、
金
沢
市
民
か
ら

の
提
案
や
百
万
石
行

列
の
出
演
者
・
周
辺

の
主
要
宿
泊
施
設
に

対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

や
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど

の
調
査
を
行
い
、
そ

の
結
果
を
今
回
の
改

革
に
反
映
さ
せ
て
い

る
。 

　
こ
れ
ら
の
調
査
に

よ
り
、
百
万
石
行
列

は
「
マ
ン
ネ
リ
化
し

て
お
り
、
面
白
み
に

欠
け
る
」、「
時
代
行

列
と
音
楽
パ
レ
ー
ド

が
混
在
し
、
行
列
の

コ
ン
セ
プ
ト
が
曖
昧
」、

「
行
列
が
間
延
び
し

て
し
ま
っ
て
い
る
」、

「
行
列
の
構
成
も
運

行
コ
ー
ス
も
長
す
ぎ

て
、
見
る
側
は
退
屈

で
あ
る
し
、
参
加
者

は
集
中
力
を
保
て
な

い
」
な
ど
の
問
題
点

が
鮮
明
に
な
っ
た
。 

 

三
．金
沢
百
万
石
ま
つ
り
の 

　 

改
革
に
つ
い
て 

①
百
万
石
行
列
の
刷
新 

　
―
藩
祖
前
田
利
家
の
金
沢
入
城
を
再
現 

　
改
革
に
お
け
る
最
大
の
改
善
点
は
、
こ
れ

ま
で
金
沢
城
公
園
の
周
り
を
一
周
し
て
い
た

利
家
一
行
の
行
列
コ
ー
ス
（
約
四
・
三
キ
ロ
）

を
、
金
沢
駅
を
出
発
し
、
金
沢
城
公
園
に
入

る
コ
ー
ス
（
約
三
・
一
キ
ロ
）
に
変
更
し
た

こ
と
で
あ
る
。
金
沢
城
公
園
を
終
着
地
に
す

る
こ
と
で
利
家
入
城
と
い
う
歴
史
性
を
よ
り

明
確
に
打
ち
出
し
、
加
賀
百
万
石
の
栄
華
を

し
の
ば
せ
る
ま
つ
り
へ
の
刷
新
を
図
っ
て
い

る
。
ま
た
、
活
性
化
研
究
会
で
は
百
万
石
行

列
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
「
武
者
行
列
や
金
沢
の

伝
統
文
化
の
百
万
石
時
代
絵
巻
行
列
を
メ
ー

ン
と
し
、
利
家
の
入
城
行
列
を
明
確
に
す
る
」

と
し
て
お
り
、
行
列
の
編
成
を
見
直
し
、
従

来
、
行
列
を
先
導
し
て
い
た
オ
ー
プ
ン
カ
ー

を
廃
止
す
る
一
方
、
若
き
日
の
利
家
を
表
現

す
る
「
か
ぶ
き
者
行
列
」
を
新
た
に
加
え
る

な
ど
、
洗
練
度
を
増
し
て
い
る
。
演
出
に
お

い
て
も
、
行
列
全
体
が
一
斉
に
止
ま
っ
て
披

露
す
る
「
一
斉
演
技
」
を
取
り
入
れ
た
。
行

列
の
出
発
時
間
を
従
来
の
正
午
ご
ろ
か
ら
午

後
三
時
半
に
遅
ら
せ
、
夕
刻
に
ク
ラ
イ
マ
ッ

ク
ス
を
も
っ
て
き
た
演
出
も
奏
功
し
た
。
こ

う
し
た
一
連
の
改
革
は
近
年
の
観
客
動
員
数

の
減
少
傾
向
に
歯
止
め
を
掛
け
、
ま
つ
り
は

例
年
に
な
い
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
。 

②
新
た
な
行
事
へ
の
取
り
組
み 

　
―
金
沢
城
公
園
の
積
極
活
用 

　
メ
ー
ン
行
事
で
あ
る
百
万
石
行
列
以
外
の

行
事
に
つ
い
て
も
、
統
廃
合
、
新
た
な
行
事

の
付
加
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
構
成
な
ど
行
事
全
般

に
関
し
て
見
直
し
が
行
わ
れ
て
い
る
。
今
回

の
改
革
で
新
た
に
付
加
さ
れ
た
行
事
の
中
で

特
に
目
を
引
く
の
が
、
「
金
沢
城
お
ま
つ
り

広
場
」
で
あ
る
。
金
沢
城
公
園
内
で
の
ス
テ

ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
利
家
に
ち
な
ん
だ
「
か
ぶ

き
者
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」
な
ど
が

行
わ
れ
た
。
活
性
化
研
究
会
で
は
、
金
沢
城

公
園
を
活
用
し
、
市
民
参
加
の
拡
大
を
図
り
、

新
た
な
賑
わ
い
を
創
出
す
る
方
向
性
を
示
し

て
い
る
。 

 

四
．観
覧
者
の
声
を
生
か
す 

　 

運
営
に
期
待 

　
実
行
委
員
会
で
は
、
今
回
の
改
革
の
評
価

を
得
る
た
め
、
観
覧
者
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
（
ま
つ
り
当
日
の
街
頭
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

上
で
の
調
査
）
を
行
い
、
観
覧
者
の
声
を
今

後
の
運
営
の
検
討
材
料
と
し
て
い
る
。
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
で
は
、
行
列
の
新
し
い
コ
ー
ス

に
つ
い
て
約
六
割
が
「
良
い
」
と
回
答
し
た
。

ま
た
、
行
列
観
覧
後
は
約
四
割
が
「
街
中
で

飲
食
す
る
」
と
し
て
お
り
、
行
列
の
出
発
時

間
を
遅
ら
せ
た
こ
と
に
よ
り
人
々
が
街
中
に

滞
留
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
一
方
、
「
一

斉
演
技
」
に
は
批
判
的
な
意
見
が
散
見
さ
れ
、

ま
た
梅
雨
時
期
の
開
催
を
見
直
す
声
が
寄
せ

ら
れ
る
な
ど
、
今
後
の
課
題
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。 

　
こ
う
し
た
声
を
受
け
、
金
沢
百
万
石
ま
つ

り
実
行
委
員
会
は
、
次
回
か
ら
行
列
の
「
進

行
管
理
班
」
を
設
け
た
上
で
、
「
演
技
指
導

班
」
を
新
設
し
、
観
客
を
飽
き
さ
せ
な
い
演

出
を
検
討
す
る
。
開
催
時
期
に
つ
い
て
も
従

来
の
日
程
か
ら
一
週
間
前
倒
し
し
、
六
月
の

第
一
土
曜
日
を
中
心
と
し
た
三
日
間
と
な
る

こ
と
が
内
定
し
、
改
革
の
手
を
休
め
ず
、
さ

ら
な
る
魅
力
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
い
る
。
今

後
も
観
覧
者
の
声
を
生
か
す
実
直
な
運
営
に

期
待
が
持
た
れ
て
い
る
。 


